
斤量 クラス コース ※文字色の意味

別定 GII 中山 赤…GOOD妙味大な馬		青…BAD危険な馬

紫…DARKHORSE穴馬

枠番 名前 騎手 父 父系統 母父 母父系統 血統 適性 能力 ﾃﾞｰﾀ ﾍﾟｰｽ 総合 人気 印 結果 大駆値 血統

1 ギベオン 戸崎圭 ディープインパクト サンデーサイレンス ゴーストザッパー ヴァイスリージェント A B B D C B 3 △1 13 -10	

2 グレイル 岩田 ハーツクライ サンデーサイレンス ﾛｯｸｵﾌﾞｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ ダンジグ B B C B C B 6 △3 3 3

3 ショウナンラーゼン 吉田隼 キングカメハメハ キングマンボ サンデーサイレンス サンデーサイレンス C D E C E E 15 消 8 7

4 ジェネラーレウーノ 田辺 スクリーンヒーロー ロベルト ﾛｯｸｵﾌﾞｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ ダンジグ A B B B C B 4 ☆ 1 3 適性

5 コズミックフォース 石橋脩 キングカメハメハ キングマンボ ネオユニヴァース サンデーサイレンス B B B B C B 5 △2 7 -2	

6 ゼーゲン 大野 ディープインパクト サンデーサイレンス モンズーン ブランドフォード A B C D C C 9 △4 10 -1	

7 ブレステイキング Mデムーロ ディープインパクト サンデーサイレンス メディシアン ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ A A B D B B 2 ▲ 4 -2	

8 メイショウロセツ 田中勝 ノヴェリスト ブランドフォード サンデーサイレンス サンデーサイレンス C C D D D D 13 消 11 2 データ

9 タニノフランケル 幸 フランケル デインヒル タニノギムレット ロベルト C C C C E D 7 消 12 -5	

10 トラストケンシン 三浦 ハーツクライ サンデーサイレンス エルコンドルパサー キングマンボ B B C D B C 12 △5 9 3

11 ケイティクレバー 小林 ハービンジャー デインヒル ディープインパクト サンデーサイレンス B C C C E D 11 消 15 -4	

12 レイエスプランドル 内田博 ハービンジャー デインヒル スペシャルウィーク サンデーサイレンス B C D D E D 14 消 6 8

13 ダブルフラット 津村 マンハッタンカフェ サンデーサイレンス キングカメハメハ キングマンボ B A B C A B 8 ◯ 14 -6	

14 オウケンムーン 北村宏 オウケンブルースリ グレイソヴリン エリシオ ノーザンダンサー C D C C C D 10 消 5 5

15 レイエンダ ルメール キングカメハメハ キングマンボ シンボリクリスエス ロベルト B A A C A A 1 ◎ 2 -1	 ペース

※背景色付は特注血統保持馬(名前欄に色付きは母母が保持) ※評価はこのレース中の相対評価になります
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ラップタイム

穴馬
ダブルフラット=休養を挟んでのここ2戦の内容は圧巻。
前走の阿賀野川特別は内枠で揉まれる形で道中ペース緩
んで決め手を問われて負けただけで勝ち馬も重賞級。燕
特別はハイペースを追いかけて圧巻の競馬で今回も同じ
ようなレースになりそう。外枠もベスト。

タイム

2:12:01

REVIEW
　ジェネラーレウーノが何が何でも逃げると宣言していたがそれはブラフだったか。好スタートを切っても特に主張はせず、タニノフランケルが競りかけてきたら簡単に先頭を譲った。田辺騎手や陣営としてもこの番手からの
競馬がしたかったはずで、タニノフランケルが楽逃げになったことで前半1000m=60.9。２番手以下は離れていたのでかなりのスローペースだったか。1000m通過直後あたりからタニノフランケルが仕掛けたことでロンスパ戦
に。メンバーの割に時計が遅いのは前半スローでロンスパでラストもかかったからだろう。

　勝ったジェネラーレウーノは展開が完璧にハマったような感じ。強い馬だとは思うが、今回は相当向いたというのは覚えておきたい。

12.4	-	10.9	-	12.3	-	12.4	-	12.9	-	12.0	-	11.5	-
11.2	-	11.6	-	12.3	-	12.6

Copyright(C)2014	-	KAZ
AllRightsReserved.
本資料の一部または全部を、許可なく再配
布することを禁じます。

ステイゴールド産駒とロベルト系の成績が良い印象。全
体的にスタミナ血統の馬が走るのでその点は重視した
い。

中山芝2200mは３コーナーが実質ないも同然なので、まず
ロングスパート勝負になる。それを乗り切れるスタミナ
は必須。

◯1番人気	(3-2-1-4)
◯前走東京優駿(6-4-3-16)
△重賞・OP特別で3着以下(0-0-2-25)※日本ダービーまた
は古馬との重賞除く
×前走OP特別(0-0-0-10)
×前走1700m以下または前走2500m以上(0-0-0-17)
×前走2000m(0-3-0-44)	0.0%　6.4%　6.4%

ジェネラーレウーノが逃げてそれをタニノフランケル、
ケイティクレバーが追いかける展開。まず淀みないミド
ル〜ハイペースになるはずで、相当な持久力が要求され
るはずだ。

危険な馬
PREVIEW タニノフランケル=前走は自分のペースでかなり楽な逃げ

が打てたのが勝因。今回はジェネラーレウーノが逃げそ
うですし、前走とは比べ物にならないぐらいのハイレベ
ル戦に。自分の形に持ち込めないここは厳しそうだ。

　セントライト記念の特徴は何と言っても特殊な中山芝2200mで行われると言う事。中山競馬場の中長距離コースで唯一外回りコースを使用するのが中山芝2200mで、上図を見てもわかるように３コーナー部分がフォルススト
レートのような形状になっているためにスパートが早くなりやすいのがこのコースの特徴。中山競馬場と言うと器用さや先行力が求められると言うイメージだが、このコースに関しては少々不器用でもずっと長く伸び続けられ
る持久力タイプの馬が走りやすい。

　と言ってもそんな持久力戦になるためにはしっかりとペースが流れるのが前提で、ここ3年の前半1000m通過は61.1=61.0=61.8とスローペースの流れになっており、中山芝2200mで本来求められるような適性が問われるような
レースになっていない。そんなわけで決め手ある馬や立ち回り上位の馬が権利を獲得している感じがある近年のセントライト記念であるが、今年に関してはジェネラーレウーノ、ケイティクレバー、タニノフランケルと３頭も
同型馬が揃って、なおかつジェネラーレウーノが「ハイペースでも逃げる」と宣言している以上、まず淀みなく流れるペースになる事が濃厚。近年あまり見る事ができなかった地力が問われる超ポテンシャル勝負のセントライ
ト記念になりそうで、素直に長く良い脚が使えて強い馬を買えばいいレースだと思います。

　本命は人気必至でもこの馬をGIIでこれぐらいのオッズで買えるのは最後と見て◎レイエンダを信頼する。新馬戦で全兄レイデオロを超えるようなパフォーマンスを披露して一躍注目された馬だったが、膝を骨折して長期休
養に。これが他の厩舎であればクラシックに間に合わせるために復帰を急がせてリズムが狂ったかもしれないが、幸いにも馬の成長過程を最も大事にする藤沢和雄厩舎だった事で理想的な成長曲線を描いてついに重賞まで辿り
着いた。

　兄のレイデオロと同じく母父ロベルトの影響を多分に受けた長く良い脚を使ってこそのタイプだが、兄以上にレースセンスは優秀と見て良さそうで、前走はスタートを決めて先行策も取れましたし、追っ手からの反応速度な
ども兄以上を思わせる逸材。今回はかなりハイレベルなメンバーが揃った重賞レースだとは思うが、そんなメンバーが揃っていても前走の松前特別のパフォーマンスは抜け切ったもの。前半1000m=59.8と決してスローペースで
はなかった展開を好位追走から馬なりで抜け出して圧勝。レースラップを見ても最後は馬なりだったのに加速ラップで突き抜けており、このラップと時計で駆け抜けておきながらまだ余力があるというのは末恐ろしい。
1週違いでこちらの方が馬場が若干良かったとはいえ、この松前特別の走破時計1:59:3は前週の函館記念よりも0.5秒も速い時計。その函館記念よりもラップ構成は優秀ですしこの馬は現時点でも古馬GII勝ち負け、GI好走ぐら
いのレベルにはあるだろう。

妙味大な馬
レイエンダ=無理せずに馬の成長にあわせて使われたおか
げで一戦ごとに前進が凄まじい。前走はスタートを決め
てミドルペースを番手追走から馬なりで加速ラップで突
き抜けた。前週の函館記念を楽々と上回る時計ですし、
もうこの馬は古馬GIでも活躍できる器だろう。
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セントライト記念 芝2200m 良想定 消耗 順当 C

レース名 距離 馬場 レース質 荒れ度 自信度



枠番 名前 騎手 印 総合評価 想定人気 結果

1 ギベオン 戸崎圭 △1 B 3 13

2 グレイル 岩田 △3 B 6 3

3 ショウナンラーゼン 吉田隼 消 E 15 8

4 ジェネラーレウーノ 田辺 ☆ B 4 1

5 コズミックフォース 石橋脩 △2 B 5 7

6 ゼーゲン 大野 △4 C 9 10

7 ブレステイキング Mデムーロ ▲ B 2 4

8 メイショウロセツ 田中勝 消 D 13 11

9 タニノフランケル 幸 消 D 7 12

10 トラストケンシン 三浦 △5 C 12 9

11 ケイティクレバー 小林 消 D 11 15

12 レイエスプランドル 内田博 消 D 14 6

13 ダブルフラット 津村 ◯ B 8 14

14 オウケンムーン 北村宏 消 D 10 5

15 レイエンダ ルメール ◎ A 1 2
無理せずに馬の成長にあわせて使われたおかげで一戦ごとに前進が凄まじい。前走はスタートを決めてミドルペースを
番手追走から馬なりで加速ラップで突き抜けた。前週の函館記念を楽々と上回る時計ですし、もうこの馬は古馬GIでも
活躍できる器だろう。ここは通過点の可能性が高い。

見立て通りに外目から早め進出で力を見せての２着。ジェネ
ラーレウーノに完璧な競馬をされての２着だったが、後ろは
突き放しているように世代最上位の馬だろう。

休養を挟んでのここ2戦の内容は圧巻。前走の阿賀野川特別は内枠で揉まれる形で道中ペース緩んで決め手を問われて
負けただけで勝ち馬も重賞級。燕特別はハイペースを追いかけて圧巻の競馬で今回も同じようなレースになりそう。マ
ンカフェ産駒にとってこの外枠もベストと言って良さそうで、早めに仕掛ける形で体力を活かしたい。

連戦の疲労及び調教でのアクシデントで完全に走れる状態で
なかった。ここでリフレッシュさせるはずで、次走は休み明
けで立ち直っていれば有力。

共同通信杯はインを完璧に立ち回っての勝利。今までのパフォーマンスを見ても右回りより左回りの方が向きそうな以
下にもなトニービンタイプ。ここ２戦はGIで相手が強かったにしても負けすぎで、今回もかなり強い相手となると厳し
い戦いになる。

道中最後方から大外一気で５着。春は調子を落としていたと
いうことか。左回りの方が走りそうなので、アルゼンチン共
和国杯あたりに出てきたら面白そうだが。

能力的にはオープンぐらいのものがありそうな馬だが自分のペースで逃げられないとダメな馬。前走は同型不在で完璧
に展開が恵まれての２着。安田調教師のソフト控え調教の影響を受けて行き足がつかなくなってきており、この枠順で
はジェネラーレウーノにあっさりと逃げられて終わるだろう。

先手を譲っての三番手からの競馬。最後は全く抵抗できてお
らず、ちょっとオープン級以上では難しいかも。一番大事な
時期に安田厩舎にいたのが痛かったか。

山吹賞でコース実績があるがあのレースはかなりのスローペースだった。ここ２戦が案外すぎる内容で流石にここでは
能力的に厳しそう。

後方から脚を伸ばすスタイルでよくここまで差してきた。
500万をタイムランクBで勝っているだけに素質はある馬。こ
れから楽しみな存在になった。

前走は自分のペースでかなり楽な逃げが打てたのが勝因。今回はジェネラーレウーノが逃げそうですし、前走とは比べ
物にならないぐらいのハイレベル戦に。自分の形に持ち込めないここは厳しそうだ。

スッと先手を奪って理想通りのスローの逃げ。ただ、流石に
スパートが早過ぎた感じで、最後はバテてしまった。重賞で
はまだ厳しかったんだろう。

いかにも徐々に力をつけてきたハーツクライ産駒という感じ。青葉賞でも５着に走っており、ここは条件が合いそうな
ので大穴の可能性も考えておく必要有りか。

インを突いて一瞬あわやと思わせる内容。まだまだこれから
成長していく感じがします。

いかにもな体力型のディープインパクト産駒。ズブいがバテずに最後まで伸びてくるタイプで、今夏の条件はベストに
近いはず。使われるごとに明らかに良化しており、今回も休養を挟んでさらに成長を増しそう。ズブいので動かせるデ
ムーロも良さそうですし、ここはレイエンダと一緒に捲り気味に差し込んでくる可能性が高い。

位置もとってデムーロの追い出しも完璧。それでいて最後は
差されたのは現時点での能力差か。これから強くなっていき
そうなので自己条件から頑張って行きたい。

キレずバテずの馬で適性は悪くなさそうだが、ここでは圧倒的に能力が足りない。 後方で特に見所なく終了。流石にこの相手では厳しかった印
象だ。

ダービー3着、プリンシパルS1着の実績は優秀だがこの２戦は馬場と騎乗が完璧。キレないキングカメハメハ産駒なの
で今回は条件合いそうだが、鞍上のコメントを見る限り今回は後ろからの競馬になりそう。休み明けで仕上げも甘そう
ですし、後ろから進めれば相対的にキレ負けしそうな感じがします。

見立て通りに控えて最後はキレ負け。もっと積極的に持久力
を活かす競馬の方が良さそうだが、菊花賞は血統的に適性は
ないはず。

母父モンズーンのキレないタイプのディープインパクト産駒。レースセンスに課題は残るがここ２戦の内容は完勝。今
回は一気に相手が強くなるが、それでも足りておかしくないポテンシャルはありそう。

後方から最後はそれなりに差してきたが現時点では力負け。
デビューも遅い馬なのでこれからどれくらい成長してくる
か。

前走はかなり中盤が緩んだ逃げを打てたのが全て。普通の1000万ならまだしもこのハイレベルなセントライト記念では
通用しない。

しっかり脚を溜めて最後はそれなりに差して来れた。見立て
以上には強そうで、条件戦では能力上位だろう。

ダービーは皐月賞の疲労が堪えた感じか。春は素質だけで走っていたような感じで、これから成長して行く馬。休養で
皐月賞の疲れも取れたでしょうし、少々速めのペースでも後ろを離すような逃げが打てれば粘り込めそうな感じがしま
す。

逃げ宣言だったがあっさりとハナを譲っての２番手。スロー
ペースで楽な先行策で勝手に逃げ馬もロンスパを打ってくれ
て完璧に展開恵まれた。全てが向いた印象。

春は成長途上でクラシックに挑んで壁に跳ね返された感じ。いかにも遅咲きのハーツクライ産駒という感じで、こうい
う馬は間隔を開けて成長を促すと別馬になる可能性がある。どれくらい成長しているかが鍵だが穴としては注目。

右回りしかどうも走らない感じ。晩成型のハーツクライ産駒
でこれからまだまだよくなるか。ただ不器用なので菊花賞と
いうイメージはあんまりない。

PREVIEW REVIEW
春の一連の内容を見ても能力は高そう。溜めてキレるタイプではなさそうだが、母父がゴーストザッパーというあたり
が一本調子のスピードを生んでいる感じも。ロベルトのような持久力があるかは今回わかる。内枠で戸崎騎手の人気馬
というのも捌けなそうな悪いイメージを抱きがち。

４コーナーで全く手応えなく終了。これは敗因は完全に距離
だろう。1800mぐらいが限界と考えて良さそうで、本質的に
はスピード持続力タイプのマイラーか。


